
人も元気、町も元気
（10月 26日　町制施行５周年記念　健康ウォーキング大会）

平成 26 年 12月号　No.57

今月のみどころ
・‌‌町の財政事情をお知らせしま
す。
・ダイヤモンド富士交通規制
【くらしのカレンダー】
・‌‌役場および公共施設年末年始
のご案内
・‌‌年末年始のごみ収集・処理業
務について



町税収入状況 ［単位：千円・％］
科　　目 予 算 額 収入済額 収入率

町民税 654,435 358,476 54.78
固定資産税 548,076 417,999 76.27
町たばこ税 95,877 54,772 57.13
都市計画税 82,105 67,270 81.93
その他 45,931 44,461 96.80

計 1,426,424 942,978 66.11

町の財政事情をお知らせします町の財政事情をお知らせします
　平成26年9月末日までの町の予算執行および財政状況をお知らせします。
　これは、町の皆さんに納めていただく税金などの収入の様子や、収入を財源として
行う支出の様子をお知らせするとともに、町が所有する土地や建物などの財産の状況
や借入金の現在高を知っていただくためのものです。

用語の説明

繰越金
　前年度の会計から繰
り越したお金

一般会計
　行政運営の基本的な
経費が計上される会計

特別会計
　国民健康保険や下水
道事業のように、保険
料や使用料などの収入
によって事業を運営す
る場合、お金の流れを
わかりやすくするため
一般会計とは区別して
設置する会計

平成 26年度　会計別財政状況（平成 26年 9月末現在）※繰越金を含む

企業会計財政状況（平成 26年 9月末現在）
（単位：千円）

会　　計　　名
歳　　　　入 歳　　　　出

予 算 額 収入済額 収入率（％） 予 算 額 支出済額 執行率（％）

水道事業
収　益　的 208,498 69,485 33.33 208,674 34,278 16.43
資　本　的 25,552 2,160 8.45 225,658 42,726 18.93

平成 26年度　一般会計予算執行状況
（平成 26年 9月末現在）

収入 ［単位：千円・％］
名　　　称 予 算 額 収入済額 収入率

町税 1,426,424 942,978 66.11
地方譲与税 59,585 17,849 29.96
地方消費税交付金 127,007 96,897 76.29
自動車取得税交付金 6,882 2,331 33.87
地方特例交付金 4,257 6,061 142.38
地方交付税 2,420,000 2,098,464 86.71
分担金・負担金 90,260 44,867 49.71
使用料・手数料 104,303 49,418 47.38
国庫支出金 935,064 215,075 23.00
県支出金 539,297 47,176 8.75
繰入金 1,052,487 0 0.00
繰越金 197,397 0 0.00
諸収入 116,365 21,552 18.52
町債 907,700 36,500 4.02
その他 21,238 16,219 76.37
歳入総額 8,008,266 3,595,387 44.90

支出 ［単位：千円・％］
名　　　称 予 算 額 支出済額 執行率

議会費 84,752 44,647 52.68
総務費 981,022 398,887 40.66
民生費 2,212,938 629,882 28.46
衛生費 659,733 228,557 34.64
農林水産業費 373,683 88,257 23.62
商工費 153,896 82,575 53.66
土木費 1,388,916 278,708 20.07
消防費 441,795 141,395 32.00
教育費 740,133 363,023 49.05
公債費 923,354 456,704 49.46
諸支出金 8,794 0 0.00
その他 39,250 26,721 68.08
歳出総額 8,008,266 2,739,356 34.21

平成 26年度
9月末現在

（単位：千円）

会　　計　　名
歳　　　　入 歳　　　　出

予 算 額 収入済額 収入率（％） 予 算 額 支出済額 執行率（％）
一般会計 8,008,266 3,595,387 44.90 8,008,266 2,739,356 34.21
特別会計 5,223,475 1,429,793 27.37 5,223,475 2,078,376 39.79
国民健康保険 1,786,954 545,872 30.55 1,786,954 755,017 42.25
後期高齢者医療 353,553 53,496 15.13 353,553 179,173 50.68
介護保険 1,794,734 708,691 39.49 1,794,734 715,214 39.85
介護サービス事業 103,778 31,420 30.28 103,778 52,696 50.78
奨学金 720 806 111.94 720 0 0.00
簡易水道事業 182,224 22,832 12.53 182,224 71,544 39.26
下水道事業 981,216 62,816 6.40 981,216 296,233 30.19
営農飲雑用水事業 3,536 724 20.48 3,536 1,512 42.76
箱原農業集落排水事業 13,064 640 4.90 13,064 5,847 44.76
鰍沢財産区 495 0 0.00 495 0 0.00
鹿島財産区 50 0 0.00 50 0 0.00
カラマツオ外三十山恩賜林保護財産区 514 0 0.00 514 0 0.00
峡南地区ことばの教室共同設置 1,733 1,650 95.21 1,733 798 46.05
峡南地区充指導主事共同設置 904 846 93.58 904 342 37.83
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平成 26年度　町債未償還額（平成 26年 9月末現在） 単位：円
目　　　的　　　別

一　
　

般　
　

会　
　

計

一 般 公 共 事 業 958,016,633
義 務 教育施設整備 580,517,370
一 般 単 独 事 業 282,887,667
辺 地 対 策 事 業 85,194,608
道 路 整 備 事 業 386,906,167
公 営 住宅建設事業 199,118,004
災 害 復 旧 事 業 47,567,321
減 税 補 て ん 146,869,158
減 収 補 て ん 27,613,509
臨 時 財 政 対 策 3,064,501,265
合 併 推 進 219,941,027
過 疎 対 策 事 業 1,087,812,245
そ の 他 491,682,144

計 7,578,627,118
上 水 道 事 業 297,233,904
簡 易 水 道 事 業 1,060,639,952
営 農 飲 雑 用 水 事 業 9,855,418
下 水 道 事 業 4,400,574,898
箱原農業集落排水事業 83,162,354
国 民 健 康 保 険 35,382,220
介 護 保 険 5,702,000

町債（借入金）
　借入金は、なるべく少ないのが理想です。しかし、一
般家庭においてもローンを組んだりしながら、計画的に
高額の買い物をすることがあります。町の財政運営も同
じように資金計画を立てて、借入をしています。
　これは、長く利用できる施設などの建設費の世代間負
担の公平性を図るという観点からも有効な手だてといえ
ます。
　現在の借入金は、一般会計では、約 75億 8千万円、
特別会計・企業会計で、約 58億 9千万円となり、借入
金残高の合計は、約 135 億円となっています。

平成 26年度　町有財産財政状況（平成 26年 9月末現在）
単位：円

基　　　　　　　　　金
財政調整基金 1,035,764,000 物品調達基金 3,000,000
減債基金 611,921,000 国民健康保険財政調整基金 57,194,000
公共施設整備等事業基金 915,711,000 介護保険給付費支払準備基金 26,481,452
奨学基金 33,607,000 簡易水道事業財政調整基金 3,706,000
地域福祉基金 200,000,000 営農飲雑用水事業財政調整基金 682,000
地域コミュニティ施設整備費貸付基金 100,022,000 箱原農業集落排水事業財政調整基金 545,000
中山間ふるさと水・土保全対策基金 54,888,000 鹿島財産区基金 501,000
過疎地域自立促進基金 25,100,000

町 有 財 産
土地 956,534 ㎡
山林 520,364 ㎡
（うち分収林） 94,900 ㎡
建物 100,849 ㎡
車輌 81台
有価証券 0円
出資による権利 343,380,000 円

土地開発基金
土地 27,519.60 ㎡
現金 191,078,455 円

基金（積立金）
　基金は、一般家庭でいう貯金で
す。いざというときに使うことが
できる財政調整基金は、9月末現
在で約 10億 4千万円あります。
この基金は、将来の不測の事態に
対応できるように蓄えておく必要
があります。そのほかの基金は、
それぞれの目的にしたがって積み
立てや運用、取り崩しを行ってい
ます。全会計の基金を集めると約
30億 7千万円あります。
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10
月
1
日
付
で
保
坂
幸
美
さ
ん

（
鹿
島
）が
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護

委
員
の
委
嘱
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

人
権
を
尊
重
し
、
明
る
い
社
会
を
つ

く
る
た
め
、
人
権
問
題
な
ど
の
相
談

に
応
じ
る
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
町
で
は
、
空
き
家
の
有
効
活
用
と

町
内
へ
の
移
住
・
定
住
の
促
進
を
図

る
た
め
、
空
き
家
の
改
修
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　

‌‌

①
町
の
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ

れ
た
物
件
を
購
入
ま
た
は
賃
貸

さ
れ
た
方

　

‌‌

②
①
の
物
件
の
契
約
日
か
ら
1
年

を
経
過
し
て
い
な
い
方

　

‌‌

③
補
助
金
を
受
け
て
か
ら
5
年
以

上
町
に
定
住
す
る
意
思
の
あ
る

方

◆
補
助
金
額

　

‌‌

空
き
家
の
改
修
費
用
の
2
分
の
1

（
千
円
未
満
切
捨
て
）で
、
上
限
は

25
万
円
で
す
。

◆
申
請
方
法

　

‌‌

補
助
金
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
改
修
工
事
な
ど
の
着
工
14
日

前
ま
で
に
申
請
書
お
よ
び
添
付

書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
企
画
課　
企
画
担
当

　
　
　
　
　
☎
22
―
7
2
1
6

　
こ
れ
ま
で
公
的
年
金
を
受
給
す
る

方
は
、
18
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
す

る
ひ
と
り
親
な
ど
に
支
給
さ
れ
る

「
児
童
扶
養
手
当
」を
受
給
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
12
月
以
降
は
、
年
金
受
給
額
が
児

童
扶
養
手
当
額
よ
り
低
い
方
は
、
そ

の
差
額
分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●‌

お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
祖
父

母
な
ど
が
、
低
額
の
老
齢
年
金
を

受
給
し
て
い
る

●‌

父
子
家
庭
で
、
お
子
さ
ん
が
低
額

の
遺
族
厚
生
年
金
の
み
を
受
給

し
て
い
る

●‌

母
子
家
庭
で
、
離
婚
後
父
親
が
死

亡
し
、
お
子
さ
ん
が
低
額
の
遺
族

厚
生
年
金
の
み
を
受
給
し
て
い

る

な
ど

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め

に
は
、
町
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

※‌

支
給
開
始
は
申
請
の
翌
月
分
か
ら

で
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
支
援
担
当

　
　
　
　
　
☎
22
―
7
2
2
1

　
10
月
8
日
、
山
梨
県
庁
知
事
室
に

お
い
て
、叙
勲
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、

富
士
川
町
か
ら
1
名
が
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

◆
旭
日
単
光
章

　
秋
山　
照
男　
氏
（
平
林
）

　

増
穂
町
議
会
議
員
を
三
期
歴
任

し
、
町
の
振
興
発
展
に
寄
与
し
た
功

績
が
認
め
ら
れ
、
米
寿
に
あ
た
り
受

章
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
10
月
15
日
の
町
議
会
臨
時
会
に
お

い
て
、
平
成
27
年
3
月
31
日
を
も
っ

て
増
穂
西
小
学
校
を
閉
校
す
る
内
容

の
条
例
が
可
決
さ
れ
、
4
月
1
日
か

ら
増
穂
小
学
校
に
統
合
す
る
こ
と
が

決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
教
育
委
員
会
で
は
、
保

護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
説

明
会
を
行
な
い
、
統
合
す
る
方
針
に

至
る
ま
で
の
説
明
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
地
域
や
議
会
と
の
協
議
に
1
年

間
の
検
討
期
間
を
設
け
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
25
年
度
に
策
定
し
た
学
校

規
模
適
正
化
基
本
方
針
に
基
づ
く
適

正
規
模
が
見
込
め
な
い
と
の
判
断
か

ら
、
今
回
の
統
合
決
定
と
な
り
ま
し

た
。

　
今
後
は
、
閉
校
記
念
事
業
実
行
委

員
会
を
中
心
に
閉
校
式
典
を
開
催
す

る
な
ど
、
4
月
1
日
の
円
滑
な
統
合

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
総
務
課　
総
務
学
校
担
当

　
☎
22
―
5
3
6
1

叙
勲
受
章
者
の
ご
紹
介

人
権
擁
護
委
員
の
紹
介

空
き
家
改
修
費

補
助
制
度
に
つ
い
て

12
月
1
日
か
ら

「
児
童
扶
養
手
当
法
」の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
す

増
穂
西
小
学
校
は

　 

増
穂
小
学
校
に

統
合
と
な
り
ま
す

改
正
に
よ
り
新
た
に
手
当
を

受
け
取
れ
る
場
合
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国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
の
施
行
に
伴

い
、
平
成
27
年
1
月
診
療
分
か
ら
自

己
負
担
限
度
額
な
ど
の
見
直
し
が
あ

り
ま
す
。
自
己
負
担
限
度
額
は
世
帯

の
所
得
に
応
じ
て
適
用
区
分
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
改
正
で

適
用
区
分
が
細
分
化
さ
れ
ま
す
。

　
70
歳
未
満
の
適
用
区
分
は
次
の
図

の
と
お
り
、
現
区
分（
A
、
B
、
C
）

か
ら
新
区
分
（
ア
、
イ
、
ウ
、
エ
、

オ
）に
変
更
と
な
り
ま
す
。（
70
歳
以

上
の
方
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。）

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
て

平
成
26
年
12
月
31
日
ま
で
の
限
度
額

認
定
証
ま
た
は
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
を
お
持
ち
の
方

は
、
平
成
27
年
1
月
か
ら
平
成
27
年

7
月
31
日
ま
で
の
認
定
証
を
12
月
中

に
郵
送
し
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
の
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
は
、
保
険
証
を
交
付
し
て

い
る
保
険
組
合
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課　
保
険
年
金
担
当

　
　
　
　
　
　
☎
22
―
7
2
0
9

　
接
種
対
象
者
の
方
に
は
す
で
に
通

知
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
お
済

み
で
な
い
方
は
、
予
防
接
種
の
説
明

を
ご
覧
に
な
り
、
ご
理
解
の
う
え
、

早
め
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
予
診
票
を
紛
失
し
た
場
合
や
接
種

に
関
す
る
ご
相
談
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
接
種
期
限

　
平
成
27
年
3
月
31
日

●
お
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課　
母
子
保
健
担
当

　
　
　
　
　
☎
22
―
7
2
2
1

平成 26 年 12 月 31 日までの適用区分

➡

平成 27 年 1 月 1 日からの適用区分
適用区分 自己負担限度額 適用区分 判定基準 自己負担限度額

上位所得世帯（A）
150,000円＋（総医療
費 −500,000円 ） ×
1％

※（83,400円）

上位所得世帯（ア）
住民税課税世帯で、基礎
控除後の所得が901万円
を超える世帯

252,600円＋（総医療
費−842,000円）×1％

※（140,100円）

上位所得世帯（イ）
住民税課税世帯で、基礎
控除後の所得が601万円
〜901万円以下の世帯

167,400円＋（総医療
費−558,000円）×1％

※（93,000円）

一 般 世 帯（B）
80,100円＋（総医療費
−267,000円）×1％

※（44,400円）

一 般 世 帯（ウ）
住民税課税世帯で、基礎
控除後の所得が210万円
〜600万円以下の世帯

80,100円＋（総医療費
−267,000円）×1％

※（44,400円）

一 般 世 帯（エ）
住民税課税世帯で、基礎
控除後の所得が210万円
以下の世帯

57,600円
※（44,400円）

住民税非課税世帯（C） 35,400円
※（24,600円） 住民税非課税世帯（オ） 住民税非課税の世帯 35,400円

※（24,600円）

※は高額療養費の対象月を含む過去12カ月で4回以上高額療養費に該当した場合の4回目以降の自己負担限度額
です。

お
子
さ
ん
の
予
防
接
種

は
お
済
み
で
す
か
？

高
額
療
養
費
制
度
の
自
己
負
担
限
度
額
な
ど
の

見
直
し
に
つ
い
て

　
「
高
額
療
養
費
制
度
」と

は
、
医
療
機
関
や
薬
局
の

窓
口
で
支
払
う
自
己
負
担

額
が
1
カ
月
単
位
で
一
定

額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ

の
超
え
た
金
額
を
支
給
す

る
制
度
で
す
。

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

な
ど
を
提
示
す
れ
ば
、
自

己
負
担
限
度
額
を
超
え
る

分
を
窓
口
で
支
払
う
必
要

が
な
く
な
り
ま
す
。

接種対象者

麻しん風しん混合
ワクチン（MR）2期

平成 20年 4月 2日生まれ
～

平成 21年 4月 1日生まれ

ジフテリア・破傷風
トキソイド（DT）

平成 14年 4月 2日生まれ
～

平成 15年 4月 1日生まれ
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町制施行5周年記念

◀さあ出発だ！

▼戸川橋に並んだ 4 台の山車

▼カーブだ、方向を変えろ！

▲力を込めて山車を引く。

▼鰍沢ばやしの音色が
お祭りを盛り上げました。

▲かわいい舞をみせて
くれました。

▶【駅伝大会】ゴールの瞬間
支部対抗の部優勝は最勝寺支部

▼ 3000 食の「みみ」を販売。
お味はいかがでしたか。 ▶【ワールドグルメプラザ】

食を通しての国際交流

▲華やかなステージ（甲州 YOSAKOI
凛舞増穂）

◀
ゆ
る
キ
ャ
ラ
た
ち
も
お
祝
い

に
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

町制施行5周年記念
11月9日（日）
甲州富士川まつり

11月2日（日）
山車巡行祭り

平成 26. 12 月号　No.57（6）



　
冬
至
か
ら
元
旦
に
か
け
て
、
髙
下

地
区
は
、
富
士
山
頂
か
ら
の
日
の
出

（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
）を
望
む
こ
と

が
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
多
く

の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。こ
の
た
め
、

渋
滞
緩
和
対
策
と
し
て
、
次
の
と
お

り
交
通
規
制
（
一
方
通
行
）
を
行
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課　
観
光
振
興
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
2

林道立石清水線

林道赤石高下線

至 泊平

県営赤石高下線

至 平林
日出づる里農村公園

県道高下鰍沢線
至 仙洞田

至 最勝寺

至 国道 52 号

土録

砂垈

県道高下鰍沢線

老人ホーム 増穂南小

妙法寺

下高下

交通規制
→ 一方通行

ダイヤモンド富士
鑑賞スポット

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士

規
制
日
時

　
平
成
26
年
12
月
31
日（
水
）

午
後
11
時
か
ら

　
平
成
27
年
1
月
1
日（
木
）

午
前
9
時
ま
で

※�

当
日
は
係
員
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。
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臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

◆�

応
募
資
格　
町
内
在
住
で
60
歳
ま

で
の
身
体
健
康
な
方
（
要
普
通
運

転
免
許
）

◆
採
用
人
数　
1
人

◆
勤
務
先　
福
祉
保
健
課

◆�

内
容　
福
祉
保
健
課
事
務（
窓
口
、

電
話
対
応
・
事
務
補
助
な
ど
）

◆�

勤
務
時
間　
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
4
時
30
分

◆�

雇
用
期
間　
平
成
27
年
1
月
5
日

〜
平
成
27
年
3
月
31
日

◆
募
集
期
間

　
12
月
1
日（
月
）〜
12
月
12
日（
金
）

　
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

◆
選
考
方
法　
面
接

●�

申
し
込
み　
履
歴
書
を
役
場
総
務

課
へ
提
出
（
選
考
日
な
ど
に
つ
い

て
は
、後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

●
お
問
い
合
わ
せ

・
申
し
込
み
に
つ
い
て

　
総
務
課　
総
務
人
事
担
当

　
　
　
　
☎
22
―
7
2
0
1

・
勤
務
条
件
に
つ
い
て

　
福
祉
保
健
課　
障
害
福
祉
担
当

　
　
　
　
☎
22
―
7
2
0
7

自
衛
官
募
集

◆
募
集
種
目

　
自
衛
官
候
補
生
、
防
衛
大
学
校
学

生
、
高
等
工
科
学
校
生
徒
、
貸
費
学

生
、
予
備
自
衛
官
補

◆‌

資
格
・
要
件
な
ど
、
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
‌‌「

自
衛
隊
山
梨
」
で
検
索
で
き
ま

す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
自
衛
隊
南
ア
ル
プ
ス
募
集
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
―
2
8
3
―
5
1
5
0

　
自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部

　
募
集
課

　
☎
0
5
5
―
2
5
3
―
1
5
9
1

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
冬
休
み

小
学
生
・
学
生
運
賃
割
引

　
富
士
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で

は
、
次
の
期
間
中
運
賃
を
割
引
し
ま

す
。
冬
休
み
の
冒
険
・
小
旅
行
な
ど

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
実
施
期
間

　
12
月
24
日（
水
）〜
1
月
8
日（
木
）

　
【
12
月
27
日
〜
1
月
4
日
は
運
休
】

◆
割
引
条
件

・
小
学
生
（
現
金
利
用
者
）

　
　
　
　
　
1
乗
車
50
円

・‌

学
生
（
学
生
証
提
示
・
現
金
利
用

者
）
1
乗
車
1
0
0
円

◆
適
用
区
間　
全
線

　
（
市
川
大
門
駅
〜
鰍
沢
口
駅
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課　
生
活
推
進
担
当

　
　
　
　
☎
22
―
7
2
0
9

道
の
駅
富
士
川
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
〜
N
S
O
木
管
五
重
奏

◆
日
時　
12
月
13
日
（
土
）

　
　
　
午
後
7
時（
開
場
6
時
30
分
）

◆
場
所　
道
の
駅
富
士
川

　
　
　
　
（
富
士
川
キ
ッ
チ
ン
）

◆�

出
演　
梨
響
シ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ

　
入
場
無
料

●
お
問
い
合
わ
せ

　
道
の
駅
富
士
川

　
　
　
　
☎
48
―
8
7
0
0

　
町
で
は
、
平
成
16
年
6
月
に
制
定
さ
れ
た「
景
観
法
」に
基
づ
き「
富

士
川
町
景
観
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
景
観
計
画
」
は
、
町
の
景
観
形
成
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

推
進
す
る
た
め
、
理
念
や
目
標
、
方
針
、
行
為
の
制
限
事
項
な
ど
を
定

め
て
お
り
、
景
観
に
関
す
る
住
民
、
事
業
者
、
行
政
な
ど
の
協
働
の
指

針
と
な
る
も
の
で
す
。

　
住
民
の
皆
さ
ま
に
内
容
を
十
分
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
説
明
会
日
程

・
日
時　
12
月
16
日
（
火
）
午
後
7
時
30
分
〜

　
会
場　
か
じ
か
ざ
わ
児
童
セ
ン
タ
ー　
2
階
多
目
的
ホ
ー
ル

・
日
時　
12
月
18
日
（
木
）
午
後
7
時
30
分
〜

　
会
場　
町
民
会
館　
3
階
大
ホ
ー
ル

◆
そ
の
他

・‌

事
前
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

・‌

ど
ち
ら
の
会
場
も
同
じ
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
都
合
の
よ
い

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ　
建
設
課　
都
市
計
画
担
当　
☎
22
―
7
2
0
3

「
富
士
川
町
景
観
計
画（
素
案
）」住
民
説
明
会

募

集

知

お

ら

せ

「
富
士
川
町
景
観
計
画（
素
案
）」住
民
説
明
会
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統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
12
月
下
旬
か
ら
1
月
中
旬
に
か
け

て
、
製
造
事
業
所
を
対
象
に
「
工
業

統
計
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
期
間
中
は
、
知
事
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
調
査
員
が
調
査
員
証
を
携
帯

し
て
、
対
象
と
な
っ
た
事
業
所
に
訪

問
し
ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
内
容
は
、
中
小
企
業
施

策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と

し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
調

査
内
容
は
、
統
計
以
外
の
目
的
に
使

用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
基
準
日
】
平
成
26
年
12
月
31
日

●
お
問
い
合
わ
せ

県
企
画
県
民
部　
統
計
調
査
課

　
☎
0
5
5
―
2
2
3
―
1
3
4
3

町
民
生
活
課　
生
活
推
進
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
9

交
通
事
故
多
発
中
‼

　
県
内
で
は
、
交
通
死
亡
事
故
が

昨
年
よ
り
速
い
ペ
ー
ス
で
発
生
し

て
い
ま
す
。
年
末
年
始
は
人
も
車

も
通
行
量
が
増
加
す
る
と
と
も

に
、
動
き
も
慌
た
だ
し
く
な
り
ま

す
。

　
速
度
は
控
え
め　
車
間
距
離
は

長
め
安
全
確
認
は
し
っ
か
り
と
！

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
を

　
「
振
り
込
め
詐
欺
」は
不
振
な
電

話
「
嘘
」
の
後
に
ト
ラ
ブ
ル
を
解

決
す
る
手
段
と
し
て
お
金
を
「
要

求
」
し
て
き
ま
す
。

　
最
近
は
自
宅
に
現
金
を
受
け
取

り
に
き
た
り
、
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
で

送
る
よ
う
に
指
示
す
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。「
レ
タ
ー
パ
ッ
ク・ゆ
う

パ
ッ
ク
・
宅
配
便
で
お
金
を
送
っ

て
」
は
詐
欺
で
す
。

　

慌
た
だ
し
い
年
末
だ
か
ら
こ

そ
、
冷
静
な
対
応
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
は

警
察
署
・
交
番
・
駐
在
所
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

住民基本台帳の閲覧状況を公表します
　住民基本台帳の閲覧制度は、平成18年11月1日の住民基本台帳法改正により年1回以上の閲覧状況の公開が義
務付けられました。
　住民基本台帳法第11条の2第12項に基づき、平成25年11月1日から平成26年10月31日までの閲覧状況
を公表します。

閲覧の
年月日 閲　　覧　　者 閲覧者に閲覧の

委託をした者 利用の目的の概要 閲覧に係る住民の範囲 閲覧
件数

平成 25年
12月 24日

自衛隊山梨地方協力本部長
石津　吉康 防衛省 自衛官募集事務に係る

適齢者の抽出

町内全域

平成8年4月2日から平成9年
4月 1日までの間に生まれた者

159 名

平成 26年
5月 28日

一般社団法人　新情報センター
村山　美奈子

内閣府大臣官房
政府広報室

国民生活に関する世論
調査の対象者名簿作成

富士川町大久保 46〜

20 歳以上の日本国籍を有する
者（男女問わない）

23名

平成 26年
8月 12日

建設技術研究所
鈴木　大輔

国土交通省
甲府河川国道事務所

富士川町周辺住民への
河川環境整備に対する
意識調査

青柳町、最勝寺、天神中條、長
澤、鰍沢地区の男女 5名

平成 26年
8月 20日

一般社団法人　中央調査社
真保　寿子

内閣府大臣官房
政府広報室

女性の活躍推進に関す
る世論調査

長澤地区の一部

20 歳以上の日本国籍を有する
者（男女問わない）

12名

平成 26年
10月 10日

一般社団法人　新情報センター
村山　美奈子

NHK
放送文化研究所

戦後 70 年に関する意
識調査

平成26年 12月 31日現在にお
ける日本国在住の日本国籍を持
つ 20歳以上の男女

12名

●お問い合わせ　町民生活課　戸籍担当　☎22－7208

「志村学町長・年頭の挨拶」が富士川CATV（11ch）にて放送されます。
放送日時：平成27年1月1日〜5日（①午前8時　②正午　③午後8時）

鰍
沢
警
察
署
か
ら

鰍
沢
警
察
署
か
ら

☎
22
―
0
1
1
0
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学
校
給
食
に
、
地
元
の
産
物
を
活

用
し
よ
う
と
、
教
育
委
員
会
・
J
A

ふ
じ
か
わ
・
峡
南
農
務
事
務
所
・
町

内
学
校
栄
養
教
職
員
で
推
進
会
議
を

立
ち
上
げ
、
今
年
で
4
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。

　
富
士
川
町
は
も
と
も
と
広
い
農
地

や
農
業
に
携
わ
る
方
が
少
な
い
地
域

で
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
旬
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と

タ
マ
ネ
ギ
の
2
品
目
か
ら
始
ま
っ
た

地
場
産
物
の
給
食
へ
の
活
用
は
、
現

在
9
品
目
ま
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
町
内
の
農
家
の
皆
さ
ま
と
J
A
ふ

じ
か
わ
の
担
当
者
の
ご
尽
力
に
よ

り
、
ナ
ス
や
ブ
ド
ウ・大
根・ト
マ
ト

な
ど
の
使
用
量
が
増
え
、
平
成
25
年

度
に
は
、
使
用
総
重
量
が
3
1
1
6

㎏
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

新
鮮
で
お
い
し
い
ね
！

「
今
日
は
大
椚
地
区
で
育
て
ら
れ
た

ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
と
い
う
種
類
の

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
す
。
農
家
の
方
が

朝
早
く
か
ら
収
穫
し
て
く
れ
ま
し

た
。
一
粒
一
粒
大
切
に
食
べ
て
く
だ

さ
い
」

「
今
日
の
ト
マ
ト
は
平
林
産
で
す
。

い
つ
も
よ
り
ず
っ
と
甘
い
香
り
が
し

ま
せ
ん
か
？
」

「
小
室
産
の
柔
ら
か
く
新
鮮
な
大
根

が
ピ
ラ
フ
に
入
っ
て
い
ま
す
」

　
地
場
産
物
が
使
わ
れ
た
日
に
は
給

食
室
か
ら
各
ク
ラ
ス
に
、
お
便
り
を

届
け
て
い
ま
す
。

　
地
元
の
安
全
な
食
材
を
給

食
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
児
童
生
徒
は
地
域
の
産

業
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
自
分
の
育
っ
た
地
域
の
食

材
を
知
る
こ
と
か
ら
、
心
を

込
め
て
大
切
に
育
て
た
生
産

者
の
気
持
ち
や
作
物
の「
命
」

を
頂
く
感
謝
の
心
を
育
て
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

町
の
食
育
推
進
計
画
で

も
、
学
校
に
お
け
る
地
産
地

消
の
推
進
が
唱
え
ら
れ
て
い

ま
す
。給
食
を
き
っ
か
け
に
、

ご
家
庭
に
お
い
て
も
安
全
な

食
品
を
選
ぶ
目
や
、
食
へ
の

関
心
が
高
い
子
ど
も
に
育
っ

て
欲
し
い
と
い
う
願
い
の
も

と
、
各
校
と
も
地
産
地
消
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
お
口
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
口
の
働
き
は
「
食
べ
る
」「
飲
み

込
む
」「
話
す
」「
表
情
を
作
る
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
働
き
が
低
下

す
る
と
、「
口
の
中
の
汚
れ
」
と

「
食
べ
る
機
能
の
低
下
」が
原
因
で

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
引
き
起
こ
し

ま
す
。

　
む
し
歯
、
歯
周
病
の
菌
が
全
身

に
回
り
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
を
引

き
起
こ
し
た
り
、
そ
の
菌
に
感
染

し
て
い
る
と
血
糖
値
が
高
く
な
り

や
す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　
か
む
力
が
衰
え
る
と
脳
へ
の
刺

激
が
少
な
く
な
り
認
知
症
の
発

症・進
行
の
お
そ
れ
が
あ
る
う
え
、

笑
顔
を
作
る
力
も
弱
く
な
り
、
表

情
が
乏
し
く
な
り
ま
す
。

◎
歯
・
入
れ
歯
・
舌
を
清
潔
に

　
毎
食
後
の
歯
み
が
き
を
し
て
歯

だ
け
で
は
な
く
、
舌
や
頬
の
内
側

も
き
れ
い
に
し
ま
す
。
入
れ
歯
は

必
ず
は
ず
し
て
丁
寧
に
磨
き
ま

す
。定
期
的
に
歯
科
検
診
を
受
け
、

歯
石
を
取
っ
た
り
入
れ
歯
の
調
子

を
み
て
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

◎
か
む
力
を
つ
け
る

　
口
を
イ
ー
と
横
に
引
く
、
唇
を

突
き
出
す
、
頬
を
ふ
く
ら
ま
す
、

息
を
吸
い
込
む
、
あ
ー
と
声
を
出

す
、
舌
を
出
し
て
上
下
、
左
右
に

動
か
す
、
な
ど
、
唇
、
頬
、
舌
の

筋
肉
を
使
う
体
操
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
い
つ
ま
で
も
笑
顔
で
元
気
に
過

ご
す
た
め
に
お
口
の
健
康
づ
く
り

を
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

健康いきいき
情 報

健康いきいき
情 報

今月は教育総務課増
穂中学校が担当です。
☎ 22－2195

お
口
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う

お
口
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う

毎月 19 日 は「食育の日」みんなで食べよう！ 夕ごはん

今月は、輿石保健師です。

◎
お
口
の
チ
ェ
ッ
ク

□　
口
臭
が
気
に
な
る

□　
薄
味
が
わ
か
り
に
く
く
な
っ
た

□　
固
い
も
の
が
食
べ
に
く
い

□　

‌‌

食
事
に
か
か
る
時
間
が
長
く

な
っ
た

□　

‌‌

お
茶
や
汁
物
な
ど
で
む
せ
る
こ

と
が
あ
る

□　
食
べ
こ
ぼ
し
が
あ
る

□　

‌‌

食
後
、
口
の
中
に
食
べ
物
が
残

り
や
す
い

□　
口
が
乾
き
や
す
い

　
一
つ
で
も
当
て
は
ま
る
も
の
が
あ

れ
ば
す
ぐ
に
対
策
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

給
食
も
地
産
地
消
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

▶
生
産
者
の
市
川
さ
ん

◀
野
菜
も
お
い
し
く
て
大
好
き
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山
口
香
さ
ん
は
、「
女
姿
三
四
郎
」

と
呼
ば
れ
、
ソ
ウ
ル
五
輪
（
88
年
）

で
銅
メ
ダ
ル
を
取
っ
た
柔
道
家
で

す
。
現
在
は
、
筑
波
大
学
で
教
鞭
を

執
る
傍
ら
、
後
進
の
指
導
に
あ
た
っ

て
お
り
、『
強
く
や
さ
し
い
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
〜
次
世
代
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
』と
題
し
て
の
講
演
で
し
た
。

　
ま
ず
、
柔
道
の
創
始
者
で
あ
る
嘉

納
治
五
郎
氏
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し

た
。
柔
術
か
ら
柔
道
へ
と
改
名
。
単

に
技
を
修
得
す
る
だ
け
で
な
く
、
柔

道
を
通
し
て
自
ら
を
成
長
し
、
社
会

に
役
立
て
る
人
を
育
て
る
こ
と
を
目

的
に
講
道
館
柔
道
を
明
治
15
年
に
創

始
。
明
治
26
年
に
は
女
性
初
の
門
下

生
を
と
り
ま
し
た
。
嘉
納
氏
は
、
こ

の
時
す
で
に
「
日
本
に
と
っ
て
女
性

は
力
に
な
る
」
と
考
え
て
い
た
の
で

す
。「
心
も
体
も
強
い
母
を
」と
…
。

そ
し
て
、手
順
を
き
ち
ん
と
踏
ん
で
、

女
子
に
柔
道
を
教
え
ま
し
た
。

　
次
に
、
女
子
柔
道
の
二
人
の
母
に

つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
人

が
福
田
敬
子
先
生
。「
強
く
、や
さ
し

く
、
美
し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
日

本
の
女
子
柔
道
家
と
し
て
は
史
上
初

の
九
段
に
昇
段
。
53
歳
で
渡
米
し
、

柔
道
の
普
及
活
動
を
行
い
、
米
国
で

史
上
初
の
十
段
に
昇
段
。
昨
年
99
歳

で
こ
の
世
を
去
ら
れ
ま
し
た
。

　
も
う
一
人
は
、
ラ
ス
テ
ィ
・
カ
ノ

コ
ギ
さ
ん
で
す
。「
釘
に
な
る
な
、ハ

ン
マ
ー
に
な
れ
」
の
言
葉
を
胸
に
、

反
骨
の
人
生
を
生
き
た
人
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
た
第
1
回
世
界

女
子
柔
道
選
手
権
大
会
を
組
織
委
員

長
と
し
て
取
り
仕
切
り
、
彼
女
の
尽

力
に
よ
り
、
女
子
柔
道
が
バ
ル
セ
ロ

ナ
五
輪
で
正
式
種
目
と
し
て
認
め
ら

れ
た
の
で
す
。

　
最
後
に
、
柔
道
の
理
念
や
ご
自
分

の
体
験
を
踏
ま
え
、
次
の
よ
う
に
ま

と
め
ら
れ
ま
し
た
。「
女
性
の
自
立

は
、環
境
が
整
い
、競
技
力
が
上
が
っ

て
も
、
人
間
が
強
く
な
ら
な
け
れ
ば

意
味
が
な
い
こ
と
。女
性
の
問
題
は
、

女
性
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
こ

と
。
そ
し
て
、よ
り
大
切
な
こ
と
は
、

相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
こ

と
。
互
い
の
違
い
を
認
め
、
男
性
だ

か
ら
女
性
だ
か
ら
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
障
害
の
あ
る
方
や
、
子
ど
も
、

高
齢
者
の
方
な
ど
様
々
な
立
場
・
役

割
の
人
が
登
用
さ
れ
声
を
上
げ
て
い

け
る
社
会
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
さ

ま
ざ
ま
な
声
に
耳
を
傾
け
、
考
え
、

受
け
入
れ
て
い
く
こ
と
で
、
や
さ
し

い
社
会
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。」

［
2
0
1
4
日
本
女
性
会
議
札
幌
よ
り
］

［10月分］　

工　事　名　・　件　名 場　　所 落札金額（円）
（消費税抜） 落　札　者

富士川町地域防災計画改定業務委託 富 士 川 町 3,850,000 ㈱ ぎ ょ う せ い

本町地区簡易水道石綿セメント管布設替詳細設計業務委託 鰍 沢 5,600,000 オリジナル設計㈱

上下水道課事務所耐震診断業務委託 最 勝 寺 1,760,000 ㈱ 馬 場 設 計

釜無川流域関連富士川町公共下水道事業計画変更業務委託 富 士 川 町 6,500,000 オリジナル設計㈱

町道天神中条 20 号線測量設計業務委託 天 神 中 條 2,100,000 ㈱ 川 口 測 量 設 計

穂積簡水桧平浄水場原水流量計修繕工事 小 室 1,780,000 甲 信 商 事 ㈱

町道青柳長沢線舗装工事（ 1工区） 長 澤 40,000,000 高 野 工 業 ㈱

町道上北富士見町線舗装打換工事 鰍 沢 6,740,000 新 津 建 設 ㈱

十谷生活改善センター耐震補強工事 十 谷 5,700,000 ㈲ 深 沢 建 設

鰍沢福祉センター改修（建築）工事 鰍 沢 26,400,000 昭 和 建 設 工 業 ㈱

鰍沢福祉センター改修（機械設備）工事 鰍 沢 9,430,000 ㈲ 入 倉 鉄 工 所

鰍沢福祉センター改修（電気設備）工事 鰍 沢 4,790,000 五 光 電 工 ㈱

鰍沢福祉センター太陽光発電及び蓄電池設備設置工事 鰍 沢 23,750,000 高 橋 商 事 ㈲

長沢新町団地造成工事 長 澤 8,900,000 ㈲ 井 上 興 業

町道大椚大久保線道路改良工事 長 澤 6,550,000 ㈱ 天 満 組

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

山口香さんの
講演より

富士川町男女共同参画準備委
員会
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優
秀
映
画
鑑
賞
推
進
事
業

日
本
映
画
名
作
選
in
富
士
川

　

恒
例
の
甦
る
昭
和
の
名
作
上
映

会
。
今
回
は
監
督
と
女
優
・
名
コ
ン

ビ
作
品
集
で
す
。

①
平
成
27
年
1
月
24
日
（
土
）

「
浪
華
悲
歌
」（
溝
口
健
二
監
督
・
山

田
五
十
鈴
主
演
）「
稲
妻
」（
成
瀬
巳

喜
男
監
督
・
高
峰
秀
子
主
演
）

②
平
成
27
年
1
月
25
日
（
日
）

「
華
岡
青
洲
の
妻
」（
増
村
保
造
監

督
・
若
尾
文
子
主
演
）「
愛
の
讃
歌
」

（
山
田
洋
次
監
督
・
倍
賞
千
恵
子
主

演
）

◇
入
場
料　
自
由
席
5
0
0
円

　
　
　
　
（
1
回
入
場
）

町
制
施
行
5
周
年
記
念

谷
村
新
司　
ト
ー
ク
＆
キ
ャ
ラ
バ
ン

　
「
コ
コ
ロ
の
学
校
」

■
平
成
27
年
2
月
21
日
（
土
）

◇
開
演
時
間　
午
後
5
時

◇
入
場
料　
全
席
指
定
6
0
0
0
円

（
文
化
ホ
ー
ル
友
の
会
員
5
5
0
0
円
）

※
未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

F
U
J
I
コ
レ
2
0
1
5

町
民
モ
デ
ル
出
場
者
募
集
！

■
平
成
27
年
2
月
1
日
（
日
）
開
催

　
町
民
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
出

場
者
を
募
集
し
ま
す
。

◇
テ
ー
マ　
私
の
お
気
に
入
り

（
ご
自
身
の
お
気
に
入
り
の
服
装
で

歩
き
ま
し
ょ
う
）

※‌

年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
内
容　
U
12
（
12
歳
以
下
）・U
18

（
18
歳
以
下
）・
一
般

◇
申
込
方
法　
所
定
の
用
紙
で
提
出

◇
締
め
切
り　
12
月
26
日
（
金
）

町
制
施
行
5
周
年
記
念

小
椋
佳
「
歌
紡
ぎ・闌

た
け
な
わの

会
」

■
12
月
7
日
（
日
）

◇
開
演
時
間　
午
後
5
時
30
分

　
チ
ケ
ッ
ト
は
完
売
し
ま
し
た
。

B
eFree

ク
リ
ス
マ
ス

ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

■
12
月
20
日
（
土
）

　
歌
っ
て
、
踊
っ
て
、
今
年
の
ク
リ

ス
マ
ス
は
文
化
ホ
ー
ル
で
楽
し
く
過

ご
し
ま
し
ょ
う
！

◇
開
演
時
間　
午
後
6
時
30
分

◇
入
場
料　
自
由
席
1
5
0
0
円

　
（
中
学
生
以
下
1
0
0
0
円
）

◇
出
演　
ビ
ー
フ
リ
ー
ゴ
ス
ペ
ル
ク

ワ
イ
ア
ほ
か

　
ま
ほ
ら
の
森
笑
劇
場

「
柳
家
小
満
ん・林
家
正
蔵
二
人
会
」

■
12
月
23
日
（
火
・
祝
）

　
地
元
に
ゆ
か
り
の
あ
る
話
題
を
中

心
に
お
届
け
す
る
年
忘
れ
名
人
寄

席
。
ゲ
ス
ト
に
林
家
正
蔵
師
匠
を
迎

え
ま
す
。

◇
開
演
時
間　
午
後
2
時

◇
入
場
料　
全
席
指
定
3
0
0
0
円

（
文
化
ホ
ー
ル
友
の
会
員
2
8
0
0

円
）

※
未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

ま
す
ほ
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ワ
イ
ア

2
0
1
5

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

■
平
成
27
年
1
月
12
日
（
月
・
祝
）

◇
開
演
時
間　
午
後
2
時

◇
入
場
料　
自
由
席
7
0
0
円

　
　
　
　
　
高
校
生
以
下
無
料

◇
出
演　
ま
す
ほ
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ワ
イ

ア
、
指
揮
：
依
田
浩
、
ピ
ア
ノ
：
雨

宮
由
佳
、
リ
コ
ー
ダ
ー：松
浦
孝
成
、

浅
井
愛
、
ソ
プ
ラ
ノ
：
水
上
理
江

イ
ベ
ン
ト
情
報

募
集
情
報

チ
ケ
ッ
ト
情
報

ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
通
信

●お問い合わせ	 TEL	22−8811　Fax	22−8815
	 http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp/

イ
ベ
ン
ト
情
報

募
集
情
報

チ
ケ
ッ
ト
情
報

▶
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
ま
せ
ん
か

▶
昨
年
の
コ
ン
サ
ー
ト
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【
短　

歌
】

サ
ン
ト
リ
ー
社
は
車
椅
子
の
備
へ
あ
り
杖
つ
く
吾
も
見
学
叶
ふ

	

竹
ノ
内
み
さ
ほ

家
に
在
ら
ば
漢
字
パ
ズ
ル
に
挑
み
を
り
食
事
の
時
間
も
時
折
す
ぐ
る

	

堀
之
内
と
し
子

保
育
園
の
孫
の
運
動
会
み
て
夫
逝
き
ぬ
そ
の
孫
こ
と
し
は
中
学
生
な
り

	

矢
崎　

美
代

【
俳　

句
】

夜
明
け
待
つ
時
の
長
さ
や
虫
の
声	

吉
武
み
ど
り

校
庭
の
声
よ
り
晴
れ
て
も
み
ぢ
山	

深
沢
ゑ
み
子

川
波
の
ゆ
た
か
に
は
や
し
新し

ん

松ち
ぢ
り子	

矢
崎　

節
子

【
川　

柳
】

美
し
い
心
で
生
き
て
花
で
散
り	

望
月　

双
葉

野
良
終
え
て
亡
夫
と
話
す
灯
を
と
も
し	

斎
藤　

道
子

踏
み
迷
う
道
で
古
里
花
に
触
れ	

志
村　

京
子

〜自分の作ったもので
皆さんに喜んでもらいたい〜

井上　光江さん（85歳・青柳町区）
　古着や洋服など思い入れのあるものを再利用し、コサージュ作り
をしている井上さんにお話を伺いました。

■コサージュ作りを始めたきっかけは？
　足腰を悪くして外へ出歩けなくなったんです。そのときに何かし
なくちゃと思っていて、いらなくなった布や古着を利用してコサー
ジュをつくるようになりました。認知症予防も兼ねています。

■どのぐらいの時間がかかりますか？
　時間はいくらでもあるので自分のペースでやっています。だいた
い小さいものだと9枚、大きいものだと16枚の布でひとつの花に
なるので、布を裁断して縫う作業をします。手間はかかりますが、
1日で2個くらい出来上がる時もあります。

■作ったコサージュはどうしてますか？
　今まで作ったコサージュは数えきれませんが、お友達にあげてし
まい、ほとんど残っていません。古着やネクタイ、着物などをお友
達が持ってきて、「作って。」と頼まれるのでコサージュを作り、プ
レゼントしています。皆さんが喜んでつけてくれるので、私も張り
合いで作っています。皆さんに配るような機会があればいいですね。

「コサージュはね、左の肩
より少し下で自分の顔のほ
うを向くようにつけるとい
いですよ。」

（13）平成 26. 12 月号　No.57



手作り音楽会
ますほ文化ホール

　10月25日
（土）、「2014
街角の音楽
会」が開催さ
れました。親
子での協演も
あり、19組の
出演者が歌声
や演奏を披露
しました。

農林水産大臣賞　受賞
平林活性化組合

安全・安心なまちづくり

　平林活性化組合が「平成 26年度豊かなむらづくり全
国表彰事業」で農林水産大臣賞を受賞しました。平成 14
年に設立され、「みさき耕舎」を拠点に地域の活性化への
取り組みが評価されたものです。

　町内で自主防犯活動を行っていた地域住民により「𣇃米
駐在所安全パトロール隊」が結成されました。10月 11日
（土）、鰍沢警察署で出発式が行われ、フォレストモール富
士川にて「特殊詐欺の予防」などの啓発活動を行いました。

石橋湛山顕彰碑設置実行委員会

スポーツで健康づくり町づくり
利根川公園スポーツ広場

　石橋湛山胸像、顕彰碑が完成し、設置のため
の募金の一部を町へ寄付していただきました。

　10月 19 日（日）、第 5回町体育祭り秋季大会が開催
されました。支部対抗で行なわれた「男女混合リレー」
では、選手の力走に多くの声援が送られました。

華やかな演舞を披露
ますほ文化ホール

　10月 26 日（日）、第 5回芸能フェスティバルが開催
され、舞踊、詩吟、演劇などの演目が披露されました。
多くの来場者で賑わい、会場からはかけ声がかかる場面
もありました。

平成 26. 12 月号　No.57（14）



年末年始の休
館日

・『石橋湛山全集』
・『戦う石橋湛山』　半藤一利　著
・『政治的良心に従います　石橋湛山の生涯』　江宮隆之　著
・『この人の閾（いき）』芥川賞受賞作　保坂和志　著

・『太陽の坐る場所』　辻村深月　著
・『キャン・ユー・スピーク甲州弁？』

　五諸川津平太　著

・『葡萄が目にしみる』林真理子　著
・『龍太語る』飯田龍太　著
・『こんなもんじゃ山崎方代歌集』
・『山梨の人と文化』
　　　　　　　山梨ふるさと文庫
・『山梨県のワイン』
・『山梨のサッカー　
　　過去・現在・未来をつなぐパス』
・『甲斐と甲州道中』
・『山梨県謎解き散歩』
・『定本　山梨県の城』
・『山梨の洋風建築』
・『やまなしの民俗』ほか多数

ふるさとを知る本

一年を振り返る!
図書館は	 ほっと　寒い冬のホット（　　　　）スポット !!	 本と

おススメの新刊書

年末年始の休
館日

12月28日（日）〜新年1月4日（日）
よいお年をお迎えください。

お詫びと訂正
　広報11月号の18ページの「石山湛山胸
像除幕式」とあるのは「石橋湛山胸像除幕
式」と訂正しお詫び申し上げます。

戸籍の窓
自 10 月 1日　至 10 月 31 日　届出（敬称略）

おめでた（出生）
 地　区 氏　名 性別 保護者

	天 神 中 條	 長 　芽依	（め　い）	 女	 めぐみ

	 〃	 市瀨　奈々	（な　な）	 女	 賢

	𣇃　　　米	 神田弥梨亜	（みりあ）	 女	 亮　次

	小　　　林	 深 　明咲	（めいさ）	 女	 和　也

	長　　　澤	 市川　晴埜	（はるの）	 女	 雅　一

	中　　　部	 保坂優太郎	（ゆうたろう）	 男	 伸　也

およろこび（結婚）
 地　区 氏 名 （ 旧 姓 ）

	天 神 中 條	 保坂　憲一	 広　子	 （ 佐 野 ）
	長　　　澤	 小林万希也	 美宇姫	 （　原　）
	青　柳　町	 大久保　烈	 唯	 （ 岩 間 ）

	五　　　開	 依田　和紀	 紗　希	 （ 深 澤 ）

おくやみ（死亡）
 地　区 氏　名 年齢 届出人

	天 神 中 條	 長 　和喜	 81	 長澤和樹

	大　久　保	 深澤かほる	 90	 久　　雄

	 〃	 深 　正巳	 76	 み ど り

	小　　　林	 髙橋ひさ江	 89	 有泉　巖

	長　　　澤	 大堀　　浩	 81	 浩　　教

	大　　　椚	 仙洞田政久	 77	 憲　　治

	青　柳　町	 瀧 　清治	 85	 渉

	 〃	 三枝　一男	 81	 加藤真理子

	鰍　沢　中	 望月 	 94	 勝　　子

	 〃	 中 のぶ代	 76	 勝　　利

	 〃	 早川　七郎	 81	 竜　　一

	鰍　沢　南	 秋山　　勇	 90	 方　　也

	 〃	 立川　義樹	 87	 直　　樹

ひとのうごき（11 月 1 日現在）

人　口 16,124 人 （－  8）

　男 7,826 人 （－  6）

　女 8,298 人 （－  2）

世　帯 6,311 戸 （＋ 11） ※ (　) 内は対前月比

『明治維新を創った男
山縣大貮　伝』

富士川町在住
　江宮隆之　著

初開館 1月 6日（火）より開館します。
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3 歳くらいのお子さまの写真を募集しています。

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

井上　湊
そう

太
た

くん　5歳（𣇃米）
　みんなで育てたサツマイモを描きました。5月に苗を植えて毎日水やりや草をとって大切に育てました。
掘ってみたらとても大きくてびっくりしました。みんなでスイートポテトを作っておいしく食べました。

内池　虹
こ
晴
はる

ちゃん
（ 1歳 1カ月・大椚）

父　祐斗さん・母　由香梨さん

深澤　秀
しゅう
太
た

くん
（ 2歳 7カ月・鰍沢北）
父　浩正さん・母　千穂さん

佐野　楓
ふ
羽
わ

ちゃん
（ 1歳 4カ月・長澤）

父　達哉さん・母　裕子さん

Mail:kikaku@town.fujikawa.lg.jp

詳しくはこちら 富士川町　アイドル

　なんでもやりたい盛り！　好奇心
旺盛♪甘えんぼさん♪少しクールだ
けど、ニコニコ優しい一面も☆姉妹
仲良く元気に育ってほしいなぁ♪

　お兄ちゃんが大好きなこっちゃ
ん。そんな姿を見ているとパパもマ
マも、毎日とっても幸せです。これか
らも兄妹仲良く、いつもニコニコで
食いしん坊なやんちゃ娘でいてね！

　毎日お兄ちゃんとケンカ
ばかり！　だけど…いつま
でも2人仲良く元気でたく
ましく育ってね！
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・
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